


取締役社長 盤若 智基

株主の皆様方には、日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼

申し上げます。

ここに、当社第76期株主通信(2021年9月1日から

2022年8月31日まで)をお届けするにあたり、その概況

をご報告申し上げます。

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイル

ス感染症が一旦落ち着きを見せ、行動制限の緩和により経

済・社会活動に回復の兆しが見え始めました。一方、ウクラ

イナ情勢における資源価格の上昇や急激な為替変動によ

る経済や個人消費への影響が懸念されます。

このような経営環境の中、当社グループは「ものを創り 人

を創り お客様と共に心豊かな毎日を創る」という不変の

ミッションのもと、3年後のあるべき姿を目指した中期ビ

ジョン「Yamato2023」を推進しております。人々のライ

フスタイルや価値観が様変わりする中で、いつの時代で

も どのような環境下でも、お客様の不満や問題を解決し 

求められるものを提供し 最初に想起される真のブランド

「シン・ブランド創り」を目指してまいります。

基幹事業である「クロコダイル」は、1963年の販売開始以

当連結会計年度における連結業績及びその他の事業報告

「シン・ブランド創り」

2022年8月期は通期での「増収増益」を最大の目標に掲げ、平時に対し売上が9掛で推移しても利益が出せる体制の構築に注力し、上期はコロナの影響により８掛で

終わるも、下期は9掛以上まで挽回し目指してきた水準をほぼ達成。「増収増益」という最大の目標も達成され、更には業績予想の上方修正と増配も公表するなど、

強固な財務基盤を堅持しています。

いつの時代でも どのような環境下でも、お客様の不満や問題を解決し 求められるものを提供し 最初に想起される真のブランドを創ることを目指してまいります。
来、半世紀以上にわたり愛され続ける当社のオリジナルブ

ランドです。「〝大人のTPO〟をスマートに演出するブラン

ド」をコンセプトに、改めて原点である顧客起点に立ち返

り、既顧客の満足度向上と活性化に繋がる商品の強みや付

加価値を戦略的に構築し、また潜在顧客が興味を持ち共感

できる新しいスタイルを提案してまいります。更に商品・店

舗・コミュニケーション等すべてにおいて一貫性を保ち提

供することで、お客様のブランドに対する認知・認識を深め

顧客を獲得し、事業の持続的な成長を目指してまいります。

「創造的な移動を続ける都市生活者のための機能服」をコ

ンセプトに、オンラインショップをベースに展開する

「CITERA（シテラ）」は、常に快適で洗練された、時代に響

くスタイルを創り出しております。ブランドの顔となる商

品開発等に引き続き注力することで更なる売上拡大を目

指してまいります。また、米国発アウトドアファッションブ

ランド「Penfield（ペンフィールド）」と、ハワイ発カジュア

ルサーフブランド「Lightning Bolt（ライトニングボルト）」

は、ブランド認知度と価値向上に注力し、ライセンス事業

の拡大を目指してまいります。

193億9千8百万円(前年同期は136億9千1百万円）

58.4％(前年同期は44.9%)

1億4千4百万円(前年同期は△3億6千4百万円）

6億4千1百万円(前年同期は9千2百万円)

4億5千2百万円(前年同期は3千万円) 

■連結業績

【売上高】

【売上総利益率】 

【営業利益】

【経常利益】

【親会社株主に帰属する当期純利益】

※2022年8月期より「収益認識に関する会計基準」等を適用しております。

■セグメント別

【繊維製品製造販売業】

【不動産賃貸事業】

191億9百万円(前年同期は133億8千5百万円）

2億8千9百万円(前年同期は3億5百万円）

■国内展開店舗（※2022年8月31日現在）

コーナー・FC店/875店舗　直営・アウトレット店/11店舗

（前期末より11店舗減少）

■ヤマト インターナショナルグループ状況

【ヤマト ファッションサービス株式会社】(物流業務)

タイムリーな商品デリバリーや入出荷業務の効率化と精度向上を目指し本

格稼働した自動ソーターに加え、成長著しいEC業務に向け新たに自動製封

函機を導入する等、積極的な投資を行っております。

■中期ビジョン「Yamato2023」

「シン・ブランド創り」を常に目指しながら、3年後のあるべき姿に向け掲げた3つ

の分野、収益率を高める分野(GMS)、売上を徹底的に伸ばす分野(EC/CITERA）、

将来の成長基盤を確立する分野(直営)に引き続き注力してまいります。｠

〇収益率を高める分野(GMS)

あるべき店舗の原型づくりを目指し、「シン・ブランド」を体現するために不可

欠となる新たな什器開発に向けた実証実験を行っております。

一貫性ある店舗展開で、既顧客の活性化と潜在顧客の獲得による全体の底上

げを図りながらGMSの店舗あたりの売上と収益率を高め、中長期的なブラン

ド価値の拡大に繋げてまいります。

〇売上を徹底的に伸ばす分野(EC/CITERA)

中期ビジョン「Yamato2023」が完了する翌年の全社売上シェア１割(※旧基

準)を射程圏内に捉え進捗しております。これまで注力してきた会員獲得・付加

価値の高い商品の開発・販売在庫の確保・コミュニケーションの一貫性に重点

を置き取り組みを強化することで、引き続きクロコダイル CITERA共に順調な

成長を遂げてまいります。

また、当社ECは先進的な動画配信サービス「Firework」を導入しました。スタイ

ル／コーディネートを訴求したショート動画を頻繁に配信することで、これま

で以上にブランドのスタイルや利用シーン、またはその商品特性をお客様に 

わかりやすく伝えることが可能となりました。この動画を店頭に配備したデジ

タルサイネージへ配信することで実店舗への入店促進に繋げる等、店舗・EC、

更にはPOPやカタログ等、全てにおいて一貫性のあるコミュニケーションを実

現してまいります。

〇将来の成長基盤を確立する分野(直営)

潜在顧客の獲得と一つの店舗で結果を出し成功事例を築き上げることを目的

とし、それを実現する為の商品と店舗の原型づくりを戦略的に推し進めていま

す。事業構築に最も時間を要する領域としていましたが、2023年度より直営

プロパー・アウトレット共に新店の出店を再開いたします。今後も直営事業は

当社の成長には欠かせない領域になりますので、引き続き将来の成長基盤の

確立に向け注力してまいります。

ものを創り 人を創り　
お客様と共に心豊かな毎日を創ります

株主の皆様へ

株主の皆様方におかれましては今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

■配当

2022年8月期の配当金につきましては、1株あたり年間6円(中間０円、期末6

円)といたしました旨を2022年9月22日に公表しております。

今後も事業の更なる成長を図るとともに、株主の皆様への利益還元や資本効

率の改善等による中長期的な株式価値向上を目指してまいります。

【次期の株主配当予定】1株あたり年間6円(中間0円、期末6円)

■Yamato 未来創造プロジェクト

SDGsに高い関心を持つ若手社員を中心

とするYamato 未来創造プロジェクトを

始動。企業として持続可能な社会形成に

貢献するとともに、企業自身の持続的成

長に繫げるべく活動してまいります。

E（Environment）環境保護と経費削減への取り組み

〇ペーパーレス化の推進

・ 2022年度通期のコピー用紙使用枚数80％削減（2016年度通期対比）

・ コーナー約900店舗へのタブレット配備・オフィス改装

〇商品・副資材における環境に配慮したグリーン調達への取り組み

・ ウガンダオーガニックコットンをはじめとする環境配慮型素材を使用した

　商品の企画

・ 商品袋、ハンガー、襟キーパー、クリップなどの脱プラスチック素材への

　代替検討

S（Social）社会分野と生産性向上への取り組み

〇人権問題への取り組み

・ ヤマト インターナショナル グループ人権方針の制定（2021年8月6日）

・ 人権デューデリジェンス体制の整備に継続的に取り組む

〇ワークライフバランスへの取り組み

・ 育児休業・育児短時間勤務制度の充実（2007年以降 正社員の復職率100%）

・ リモートワーク、出勤時間選択、短時間勤務、時間有給などが既に定着

G（Governance）コーポレートガバナンス

〇独立性の高いスリムな役員構成による迅速果断な経営判断

・ 取締役6名中2名が社外取締役（内女性1名）、監査役4名中2名が社外監査役、 

　全役員10名中4名が社外役員いずれも東京証券取引所に届出をする独立

　役員（2022年10月14日現在）
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〇人権問題への取り組み

・ ヤマト インターナショナル グループ人権方針の制定（2021年8月6日）

・ 人権デューデリジェンス体制の整備に継続的に取り組む

〇ワークライフバランスへの取り組み

・ 育児休業・育児短時間勤務制度の充実（2007年以降 正社員の復職率100%）

・ リモートワーク、出勤時間選択、短時間勤務、時間有給などが既に定着

G（Governance）コーポレートガバナンス

〇独立性の高いスリムな役員構成による迅速果断な経営判断

・ 取締役6名中2名が社外取締役（内女性1名）、監査役4名中2名が社外監査役、 

　全役員10名中4名が社外役員いずれも東京証券取引所に届出をする独立

　役員（2022年10月14日現在）
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〝Active Life〟機能性と社会適正のバランスを維持

した「Sporty」「Outdoorsy」のライフスタイル

シ ーン をサ ポ ートし、地 球 環 境 に 関 心 を持つ

「Sustainable mind」も大切にします。   

由緒あるスコットランド・タータン登記所(The Scottish 

Register of Tartans）にて登録されている“クロコダイル

タータン”は、上質でベーシックなカジュアルウェアを提供

し続けるクロコダイルブランドをイメージし、生地の原料

である羊毛のホワイト、ブランドの伝統と格式はネイ

ビー、洗練された品格を表すキャメル、そしてアイコンであ

るワニのグリーンの4色で構成しています。今後も多くの

アイテムに使われ、ブランドを象徴するものとなります。

2022年７月の北京三里屯のショッピング

モール内への出店を皮切りに現在までに3

店舗がオープンするなど順調に中国ライセ

ンス事業の展開が始まっております。引き続

き日本国内そして中国におけるブランド認

知度と価値向上に注力することでライセン

ス事業の更なる拡大を目指してまいります。

“クロコダイルタータン”

クロコダイルは2023年に
60周年を迎えます。

60周年を記念して、オリジナルの“クロコダイルタータン”をデザインしました。

クロコダイルの60年にまつわる歴史、“クロコダイルター

タン”について、スペシャルアイテム、キャンペーン等の情

報を紹介する特設サイトをオープンしました。

クロコダイル60周年特設サイトオープン

〝SHIN STANDARD〟快適に・楽しく・心豊か

に過ごす新しい時代のカジュアル・ドレス

コードを一緒に紡ぎサポートします。

「創造的な移動を続ける都市生活者のための

機能服」をコンセプトに、オンラインショップ

をベースに展開するCITERA。常に快適で洗

練された、時代に響くスタイルを創り出して

いきます。

Lightning Boltはレジェンドサーファー ジェ

リー・ロペスとその仲間達が、シンボルマーク

の“稲妻マーク”を自身のサーフボードにつけ

て使い始めたのをきっかけとして、ハワイで誕

生した世界的なサーフブランドです。

Penfield中国ライセンス事業

クロコダイルは〝大人のTPO〟をスマートに演出するブランドです。

「洗練された雰囲気」と「自由で快適な着心地」が

心豊かな生活をサポートします。

古くから存在する

伝統的なタータンは

全てスコットランド・

タータン登記所にて

登録・管理されています。

特設

サイトは

こちら

BRAND INFORMATION
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クロコダイルは〝大人のTPO〟をスマートに演出するブランドです。
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BRAND INFORMATION
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連結貸借対照表

科　　目 当　　期
2022年 8 月31日現在

前　　期
2021年 8 月31日現在

資産の部

流 動 資 産 9,737,777 9,068,160

現 金 及 び 預 金 5,605,913 4,850,590

受取手形及び売掛金 ― 1,038,079

受取手形、売掛金及び
契 約 資 産 1,212,822 ―

有 価 証 券 1,028,478 999,998

棚 卸 資 産 1,756,630 1,965,592

そ の 他 135,424 215,422

貸 倒 引 当 金 △ 1,493 △ 1,523

固 定 資 産 11,647,286 11,945,000

有形固定資産 6,556,189 6,638,879

無形固定資産 25,123 19,678

投資その他の資産 5,065,973 5,286,442

投 資 有 価 証 券 4,738,403 4,873,303

差 入 保 証 金 74,744 75,388

そ の 他 280,496 365,421

貸 倒 引 当 金 △ 27,671 △ 27,671

資 産 合 計 21,385,063 21,013,160

科　　目 当　　期
2022年 8 月31日現在

前　　期
2021年 8 月31日現在

負債の部

流 動 負 債 4,684,865 4,084,989

支払手形及び買掛金 685,098 610,674

電 子 記 録 債 務 2,643,861 2,441,172

1年内返済予定の長期借入金 465,502 220,043

そ の 他 890,403 813,099

固 定 負 債 705,803 980,554

長 期 借 入 金 207,335 398,170

そ の 他 498,468 582,384

負 債 合 計 5,390,668 5,065,543

純資産の部

株 主 資 本 15,640,609 15,306,229

資 本 金 4,917,652 4,917,652

資 本 剰 余 金 4,988,692 4,988,692

利 益 剰 余 金 6,098,291 5,763,798

自 己 株 式 △ 364,027 △ 363,914

その他の包括利益累計額 353,786 641,388

純 資 産 合 計 15,994,395 15,947,617

負 債 純 資 産 合 計 21,385,063 21,013,160

（単位：千円）

連結財務諸表

※ 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）連結損益計算書 （単位：千円）

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 ※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目
当　　期

2021年 9 月 1 日から
2022年 8 月31日まで

前　　期
2020年 9 月 1 日から
2021年 8 月31日まで

売 上 高 19,398,610 13,691,168

売 上 原 価 8,061,989 7,550,287

売 上 総 利 益 11,336,620 6,140,881

販売費及び一般管理費 11,191,918 6,505,332

営 業 利 益 144,702 △ 364,451

営 業 外 収 益 502,690 463,851

営 業 外 費 用 6,337 6,583

経 常 利 益 641,055 92,816

特 別 損 失 67,371 5,116

税金等調整前当期純利益 573,683 87,700

法人税、住民税及び事業税 118,115 36,260

法 人 税 等 調 整 額 3,482 20,790

当 期 純 利 益 452,084 30,649

親会社株主に帰属する当期純利益 452,084 30,649

科　　目
当　　期

2021年 9 月 1 日から
2022年 8 月31日まで

前　　期
2020年 9 月 1 日から
2021年 8 月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,123,376 759,253

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 306,678 57,329

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 62,164 △ 300,351

現金及び現金同等物に係る換算差額 789 10

現金及び現金同等物の増減額 755,321 516,242

現金及び現金同等物の期首残高 5,850,589 5,334,346

現金及び現金同等物の期末残高 6,605,911 5,850,589

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

連結株主資本等変動計算書 （2021年 9 月 1 日から2022年 8 月31日まで）

株主資本 その他の包括利益累計額
純資産
合計資本金 資本

剰余金
利益

剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ
損益

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

当 期 首 残 高 4,917,652 4,988,692 5,763,798 △ 363,914 15,306,229 593,364 △ 2,703 50,727 641,388 15,947,617

会計方針の変更による累積的影響額 △ 14,856 △ 14,856 △ 14,856

会計方針の変更を反映した当期首残高 4,917,652 4,988,692 5,748,941 △ 363,914 15,291,372 593,364 △ 2,703 50,727 641,388 15,932,760

当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △ 102,734 △ 102,734 △ 102,734

親会社株主に帰属する当期純利益 452,084 452,084 452,084

自 己 株 式 の 取 得 △ 113 △ 113 △ 113

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △ 225,203 8,129 △ 287,602 △ 287,602

当 期 変 動 額 合 計 ― ― 349,350 △ 113 349,236 △ 225,203 8,129 △ 70,528 △ 287,602 61,634

当 期 末 残 高 4,917,652 4,988,692 6,098,291 △ 364,027 15,640,609 368,161 5,426 △ 19,801 353,786 15,994,395

（単位：千円）

Consolidated Financial Statements
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損益計算書 （単位：千円）貸借対照表 （単位：千円）

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 当　　期
2022年 8 月31日現在

前　　期
2021年 8 月31日現在

資産の部

流 動 資 産 9,423,502 8,780,389

固 定 資 産 11,704,036 11,900,610

資 産 合 計 21,127,538 20,680,999

負債の部

流 動 負 債 4,670,509 4,080,781

固 定 負 債 715,204 958,856

負 債 合 計 5,385,713 5,039,638

純資産の部

株 主 資 本 15,368,236 15,050,700

評価・換算差額等 373,587 590,660

純 資 産 合 計 15,741,824 15,641,361

負 債 純 資 産 合 計 21,127,538 20,680,999

科　　目
当　　期

2021年 9 月 1 日から
2022年 8 月31日まで

前　　期
2020年 9 月 1 日から
2021年 8 月31日まで

売 上 高 19,398,610 13,691,168

売 上 原 価 8,061,989 7,550,287

売 上 総 利 益 11,336,620 6,140,881

販売費及び一般管理費 11,251,393 6,574,552

営 業 利 益 85,227 △ 433,671

営 業 外 収 益 524,350 467,398

営 業 外 費 用 6,337 6,583

経 常 利 益 603,239 27,143

特 別 損 失 67,371 5,116

税 引 前 当 期 純 利 益 535,868 22,027

法人税、住民税及び事業税 96,387 22,565

法 人 税 等 調 整 額 4,239 10,296

当 期 純 利 益 435,241 △ 10,835

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

株主資本等変動計算書 （2021年 9 月 1 日から2022年 8 月31日まで）

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合計

その他
有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計資本

準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
その他利益剰余金 利益剰余金

合計別途積立金 繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 4,917,652 1,229,413 3,759,279 4,988,692 3,700,000 1,808,269 5,508,269 △ 363,914 15,050,700 593,364 △ 2,703 590,660 15,641,361
会計方針の変更に
よる累積的影響額 △ 14,856 △ 14,856 △ 14,856 △ 14,856

会計方針の変更を
反映した当期首残高 4,917,652 1,229,413 3,759,279 4,988,692 3,700,000 1,793,412 5,493,412 △ 363,914 15,035,843 593,364 △ 2,703 590,660 15,626,504

当 期 変 動 額
剰余金の配当 △ 102,734 △ 102,734 △ 102,734 △ 102,734
当期純利益 435,241 435,241 435,241 435,241
自己株式の取得 △ 113 △ 113 △ 113
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） △ 225,203 8,129 △ 217,073 △ 217,073

当期変動額合計 ― ― ― ― ― 332,506 332,506 △ 113 332,393 △ 225,203 8,129 △ 217,073 115,319
当 期 末 残 高 4,917,652 1,229,413 3,759,279 4,988,692 3,700,000 2,125,919 5,825,919 △ 364,027 15,368,236 368,161 5,426 373,587 15,741,824

（単位：千円）

Non-Consolidated Financial Statements単体財務諸表

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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Financial・Business Highlights財務・業務ハイライト
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●売上高 （単位：百万円） ●経常利益／親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

●総資産／純資産 （単位：百万円）

総資産 純資産
●1株当たり純資産額／1株当たり当期純利益 （単位：円）

1株当たり純資産額 1株当たり当期純利益

●小売・自主管理型売場の売上比率 （単位：％）

卸型・その他 小売・自主管理型不動産コーナー・FC 直営・アウトレット
●小売・自主管理型売場数 （単位：店）

財務・業務ハイライト（連結）
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北海道 292名
129千株（0.61%）

東北 513名
229千株（1.08%）

関東 6,389名
11,691千株（54.88%）

中部 2,838名
1,587千株（7.45%）

四国 495名
228千株（1.07%）

近畿 4,562名
5,090千株
（23.90%）

自己名義 1名
756千株（3.55%）

中国 828名
593千株
（2.78%）九州・沖縄 

791名
451千株
（2.12%）

国外 41名
544千株（2.56%）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

セネシオ有限会社 2,600 12.65

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,545 7.51

株式会社三菱UFJ銀行 1,021 4.96

盤若　智基 　601 2.92

日本生命保険相互会社 　574 2.79

藤原　美和子 374 1.82

盤若　真美 353 1.71

株式会社大林組 　330 1.60

株式会社りそな銀行 308 1.49

三井物産株式会社 300 1.46

株式の状況 所有者別株式分布状況

地域別株式分布状況

2022年 8 月31日現在

発行可能株式総数 71,977,447株
発行済株式の総数 21,302,936株
株主数 16,750名

（前期末比 308名増）
大株主（上位10名）

（注）持株比率は、自己株式（756千株）を控除して計算しております。
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Stock Information株式の状況

金融機関／12名
3,807千株
（17.88%）

証券会社／17名
267千株
（1.25%）

その他国内法人／135名
5,091千株
（23.90%）外国個人・外国法人／66名

182千株
（0.86%）

個人・その他／16,519名
11,197千株
（52.56%）

自己名義／ 1名
756千株
（3.55%）

16,750名
21,302千株
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会社概況 2022年 8 月31日現在 役員の状況 2022年11月22日現在

設 立 1947年（昭和22年） 6 月16日

資 本 金 4,917,652,803円

主要な事業内容 当社グループは、カジュアルウェア中心のア
パレル企業として、カットソーニット、布帛
シャツ、横編セーター、アウター、ボトム、
その他小物雑貨等の繊維製品製造販売業及び
不動産賃貸事業並びにこれらに関連した事業
を営んでおります。

主 な 事 業 所 大阪本社 大阪府東大阪市森河内西一丁目 3 番 1 号
東京本社 東京都大田区平和島五丁目 1 番 1 号

連 結 子 会 社 ヤマト ファッションサービス株式会社
　本社 大阪府東大阪市

当社グループの従業員数 182名（1,056名）
（注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は

（　）内に当連結会計年度の平均人員を外数
で記載しております。

代 表 取 締 役 社 長 盤 若 智 基

取 締 役 常 務 執 行 役 員 奥 中 信 一

取 締 役 常 務 執 行 役 員 梅 川 　 実

取 締 役 常 務 執 行 役 員 川 島 祐 二

取締役（社外取締役） 北 村 禎 宏

取締役（社外取締役） 森 山 義 子

常 勤 監 査 役 水 光 知 宏

常 勤 監 査 役 市 原 英 之

監査役（社外監査役） 細 川 良 造

監査役（社外監査役） 山 　 田 　 奈 央 子

常 務 執 行 役 員 増 田 道 則

執 行 役 員 辻 　 紀 明

執 行 役 員 門 井 嘉 裕

執 行 役 員 長 尾 享 諭

（注） 取締役 北村禎宏氏、取締役 森山義子氏並びに監査役  
細川良造氏、監査役 山田奈央子氏は、株式会社東京証券取
引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じるおそれ
のない、独立役員であります。

Corporate Profile／Stockholder Preferential Treatment会社概要／株主優待

株主優待制度のご案内 当期の株主様ご優待商品

クロコダイルメンズソックス
60周年クロコダイル
タータンハンカチ

ご所有株式500株以上 ご所有株式300株～499株
毎年 8 月31日現在の当社株式300株以上ご所有の株主様に対して 
下記の基準により贈呈いたします。

【ご所有株式数】 【ご優待内容】
500株以上 自社商品　3,000円相当
300株～499株 自社商品　1,000円相当

ご優待商品の発送は12月（予定）となります。

なお、株主優待制度へのお問合せは、下記の電話番号及びメール 
アドレスまでお願いいたします。

電話　06－6747－9500（総務課）
メールアドレス　soumubu@yamatointr.co.jp

クロコダイル2WAY
トートバック（ポケッタブル）
クロコダイルメンズソックス
60周年クロコダイルタータンハンカチ
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BRAND INDEX

【クロコダイルメンズ】 【クロコダイルレディス】

【クロコダイルコード】【スウィッチモーション クロコダイル】

【ペンフィールド】 【ライトニングボルト】【シテラ】

■クロコダイル公式アプリが登場

アプリのインストールはこちら

LINE でもお得なキャンペーン情報や新作
アイテム情報などを配信いたします。

電話 0120-810-862
受付 10:00～17:00（土日祝日・年末年始除く）

FAX 0120-810-905
365日24時間受信

（ご注文手続きはカスタマーセンター営業日時内）

電話・FAXでのご注文が
できるようになりました。

〒577-0061 大阪府東大阪市森河内西一丁目 3 番 1 号
TEL.06-6747-9500（代表）

事 業 年 度 毎年 9 月 1 日から翌年 8 月31日まで
定時株主総会 毎年11月に開催
基 準 日 定時株主総会 毎年 8 月31日

期 末 配 当 毎年 8 月31日
中 間 配 当 毎年 2 月末日

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告により当社ホームページ

（http://www.yamatointr.co.jp/）に掲載いたします。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目 3 番 3 号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目 3 番 3 号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

お 問 合 せ 先

証券会社等で株式を保有
されている場合

証券会社等で株式を保有されてい
ない場合

（特別口座の場合）

住所変更、株式配当金受
取り方法の変更及びマイ
ナンバーのお届出などの
お問合せ

お取引の証券会社等にな
ります。

みずほ信託銀行 証券代行部
ホームページ　
https://www.mizuho-tb.co.jp/
daikou/index.html

フリーダイヤル 
0120-288-324

（土・日・祝日を除く 9:00～17:00）
電子提供制度専用ダイヤル 
0120-524-324

（土・日・祝日を除く 9:00～17:00）

未払配当金、その他当社
株式関係書類についての
お問合せ

右記みずほ信託銀行まで
お問合せ願います。

株主総会資料の電子提供
制度（書面交付請求）に
ついてのお問合せ

お取引の証券会社または
右記みずほ信託銀行まで
お問合せ願います。

ご注意

特別口座では、単元未満株式の買
取以外の株式売買はできません。
株式の売買にあたっては、証券会
社等に口座を開設し、株式の口座
振替手続を行っていただく必要が
あります。

株式等に関するマイナン
バーのお届出のお願い

株式等の税務関係のお手続に関しては、マイナンバーのお届
出が必要です。
お届出が済んでいない株主様は、上記お問合せ先へマイナン
バーのお届出をお願いします。

上場金融商品取引所 東京証券取引所スタンダード市場　証券コード　8127

株主メモ




